2014年1月4日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第10章21～30節
・勉強：第4章7～9節
バガヴァッド・ギーター第4章の要約を続けます。

シュリ・クリシュナが霊的な知識を最初に太陽神に伝えたと語ったことに、アルジュナは疑問を持ちました。
日本では太陽神である天照大神は女神ですが、ヒンズー教でも太陽は神だと考えられており、この場合は女性神ではなく男性神です。

太古の昔最初に生まれた太陽に対して、人間クリシュナはつい最近生まれたばかりです。

そのシュリ・クリシュナがどうして太陽にヨーガの知識を教えることができるのか、アルジュナには理解できません。

この疑問に対してシュリ・クリシュナは、「私もあなたも何度もこの地上に生まれてきているのは同じだが、私はそのすべてを覚えている。いっぽうあなたは何ひとつ覚えていない」と答えました。
シュリ・クリシュナは神の化身ですが、神はいろいろな形で何度もこの地上に現れます。

インドの聖典の中に、神の化身は10種類の形をとってこの地上に生まれてくる、というアイデアがあります。
その最初は大きな魚の姿で洪水期に現れたと伝えられており、旧約聖書のノアの方舟のエピソードと重なる部分があります。[註]

どのような姿で化身したにせよ、神はそのすべてを記憶していますが、アルジュナは人間なので自分の過去世を何も知りません。

神の化身であるシュリ・クリシュナは全知であり、自分の過去世をすべて覚えているということに関して、第4章６～８節にその説明があります。
前回ヒンズー教の聖典の中には神の化身のコンセプトがたくさんあり、キリスト教、イスラム教、仏教の中にも同様のコンセプトがないわけではないが、ヒンズー教のように詳しく説明されてはいないという話をしました。

インドでは神が化身(アヴァターラ)として降臨するというアイデアは大変ポピュラーですが、近年ヒットした映画のタイトル「アバター」は、このアヴァターラがもとになっています。

またある会社が運営する自己啓発プログラムの名前として、アバター・コースというのは世界的に有名です。

普通の人が神の化身というコンセプトに抵抗を覚えるのは、無限である神が有限である人間の体に宿ることは非論理的ではないか、と考えるからです。
この点について、前回「マーヤ」をキーワードとして説明しました。

「不可能を可能にする」マーヤの力で、神の化身は出現します。

皆さんは引田天功さんやMr.マリックさんなどのマジックを見たことがありますか?

マジックはテレビなどではなく、直接見なければわかりません。

インドの非常に有名な魔術師サルカールはマジック・ショーの公演のために来日しましたが、開演前の楽屋で急死してしまいました。
彼の息子はそれまでマジックを実演したことはほとんどなかったのですが、急遽亡くなった父の代役を務め、観客はそのことに全く気付かず、公演は大成功を収めました。

私はそのジュニア・サルカールのショーをカルカッタで見たことがありますが、マジック・ショーの中の出来事がまるで本当に起きているように見えました。
幻が幻であるとわかってしまうようではマジックとしては失敗であり、幻が現実と区別出来ない時にマジックは成功であると言えます。

ショーの中で横たわった人の首を切り落とした時には、観客は恐れおののきましたが、しばらくすると首を斬られて死んだはずの人間が、何事もなかったように登場しました。
種を知っているのは魔術師だけであり、観客にとっては現実の出来事のように思えます。

神はこの宇宙で最高の魔術師であり、自分のマーヤを使って何でもできます。

普通の魔術師のマジックでさえ、我々には現実のことのように見えます。

ましてや神のマジックを我々が見破れるはずがありません。

また神のマジックというなら、神の化身だけがそうなのではなく、じつは我々の存在も神のマジックなのです。
神の化身はマーヤによるマジックだが我々の存在は現実であると考えるなら、神の化身は理解できません。

神の化身が幻なら我々の存在も幻なのであり、逆に我々は現実に存在しているというなら神の化身もまた実在するのです。
我々の存在がマジックであるという個人レベルでの一番端的な例は、純粋な意識であるはずの我々が自分は肉体であると考えてしまっていることです。これ以上の例はありません。

我々はマーヤの 催眠術(マジック)にかかり、自分は肉体だと考えています。
朝露の一滴に大空が映る、という例も前回挙げました。

朝露は有限の、大空は無限のシンボルであり、無限の神が有限の個人の肉体に宿るということの譬えです。
「神はマーヤの力を使い不可能を可能にする」、これがなぜ無限が有限の形を取りうるのかというアルジュナの疑問に対する回答です。
降臨した後の神の化身には二つの姿があります。
ひとつは神の姿、もうひとつは人間の姿です。

このことは非常に興味深い事実であると同時に、化身の周囲の人間には大きな混乱をもたらします。
ある時はまさに神そのものであるのに、次の瞬間には全く普通の人間になります。

神の特徴とは全知、全能、遍在、そして宇宙の創造、維持、破壊などですが、神の化身には時々このしるしが現れます。
ところがまた別な時には、食事をし、眠り、苦しみ、楽しみ、怒り、愛し、喧嘩をしたり、遊んだりと、全く普通の人間のように行動します。

たとえばシュリ・クリシュナは牢獄で生まれました。
なぜなら彼の両親は獄中で囚われの身だったからです。

生まれた直後の赤児クリシュナは、神の姿をしていました。
ヴィシュヌ神(ナラーヤナ)の特徴である4本の腕を持ち、光輝く神聖な姿で現れました。
それを見た母デーヴァキ、父ヴァースデーヴァは言葉の限り息子クリシュナを神と讃えました。
「自分たちの息子として生まれてはいますが、本当のあなたは永遠で無限で宇宙の持ち主であることを、私たちは知っています」と生まれたばかりのクリシュナに語りかけました。
しかし次の瞬間クリシュナは普通の赤ちゃんのように泣き始めたので、両親はほんの少し前に自分の息子に見た神のヴィジョンを忘れ、普通の乳児を育てるようにクリシュナの世話をしました。このようにシュリ・クリシュナの物語は大変面白いのです。

クリシュナはとてもいたずらっ子で、大変裕福な家庭に育ちバター、ミルク、御菓子はいくらでもあるのに、ある時遊びで土を口に入れてしまいました。
母親はたいそう怒り土を吐き出すように言いましたが、クリシュナは言うことを聞きません。

そこで母親が土を取り出そうと強引にクリシュナの口をこじ開けると、母親が我が子の口の中に見たのは宇宙でした。

そして母親は息子の口の中の宇宙に、自分自身も存在しているのを見ました。

このように神の化身とはある瞬間には普通の人間、次の瞬間には神そのものということを何度も繰り返します。
たとえばシュリ・ラーマクリシュナはある時は全く無力で、自分の病気を治すこともできませんでしたが、次の瞬間にはある人にタッチしてサマーディに導く、ということをしました。
他人の過去未来についてすべてを知っていたかと思うと、「私のしていることはすべて母なる神の力によるものであり、私自身は何もできない」と言ったりします。
このように神の化身は絶えず二つの姿を見せるのです。
なぜ人間としての姿を見せるのかというと、肉体を持ったことによる制約があるからです。
肉体を持てばそれを維持するために食事、睡眠を取らなければなりません。
もうひとつの理由として、神の化身が時折人間的なふるまいを見せなければ、一般の人にとって神の化身は自分と同一視することができない、ひどくかけ離れた存在になってしまいます。

神の化身がいつも超常的な行いばかりをしていたら、周囲の人にとって尊敬はできても愛することのできる対象ではありません。
人間は他人を愛することができますが、それは他人も自分と同じ人間だという前提があるからであり、あまりにも自分とかけ離れた存在は尊敬はできても愛せません。

たとえば神の化身も霊的実践をしますが、これは悟りを求める人が行う人間的な行為です。

本来なら神の化身には霊的実践は何も必要ないのですが、自分自身のためではなく、信者たちの模範となるため、霊的実践をして見せているのです。

シュリ・クリシュナ、シュリ・ラーマクリシュナ、釈迦、イエス、皆そうでした。

神の化身の生涯について書かれたものを読めば、それがわかります。
シュリ・ラーマクリシュナは12年間にも及ぶ厳しい霊的修行をしましたが、信者にその目的を尋ねられると、「私自身のためには必要なかったが、あなたたちのために行った」と答えました。

このように神の化身も絶えず人間的な姿を見せるのですが、彼自身は自分の本性がアートマンであるということ片時も忘れません。
シュリ・ラーマクリシュナの直弟子に対してある人が、「シュリ・ラーマクリシュナの一番の特徴は何でしたか?」と尋ねました。

それに対する答えは、「シュリ・ラーマクリシュナは一秒たりとも神としての自分の姿を忘れたことはありませんでした」というものでした。

たとえばシュリ・ラーマクリシュナは、がんに侵されて大変な苦痛があった時でさえ、神聖な歌を聴くとたちまちサマーディに入りました。

我々の場合はちょっとした歯痛でも、心のかなりの部分がそのことにとらわれてしまいます。
次に神の化身が降臨する目的について、7節、8節を見てみましょう。

正法が実践されなくなり、邪法が世にはびこった時、バーラタ王の子孫(アルジュナ)よ!何時でも何処でも私は姿をとって現れるのだ。

正信正行の人々を救け、異端邪信の者どもを打倒し、正法を再び世に興すため、私はどんな時代にも降臨する。

神は化身として降臨し多くの人々を教え導きますが、そこでもたらされた霊的な雰囲気は徐々に弱まってゆきます。しかし、これは自然です。
なぜならすべての我々の感情はそれが喜びであれ、悲しみであれ、時の流れとともに薄れてゆくからです。すべてがそうです。
今皆さんはバガヴァッド・ギーターの講話を聞いているので、心の中はある程度その印象で占められているかもしれませんが、このクラスが終わり外に出ると、今しがた聞いたことは時間とともに皆さんの心から徐々に消えてゆき、電車に乗る頃にはさらに薄れて、家に着いた時には完全になくなっています。
個人的なレベルでの例を挙げましたが、アヴァターラの出現によってもたらされた霊的な波は、その当初は非常に影響力が大きいのですが、それでも時間とともに弱まってゆくのです。
これが神の化身が一度ならず何度も出現する理由です。

世の中が非道徳、嘘、世俗的欲望、不純にまみれている時、また人々が進むべき正しい道に迷っており、僧侶も儀式は執り行っても霊的実践をせず、迷った人達の導き手としての役目を果たしていない時、さらに悪人の力が強く善人を苦しめる時、神は化身として降臨します。
ラーマやクリシュナもそうですし、釈迦も宗教儀式の名目でたくさんの動物が生贄として殺されていた時代に現れました。イエスも同じように社会が退廃している時に現れました。
彼らが出現する目的は迷える人々を平安、悟り、幸福に導くため、そして苦しんでいる人達に慰めを与えるためです。善人を悪人から守り、またその悪人を罰するためです。

神の存在を疑う人達に、正しい信仰を取り戻させるためです。

神の化身に接した人は他の人達に神は実在するということを伝え、その結果正しい信仰が広まってゆきます。
また前にも述べたように、神の化身は率先して霊的実践を信者に見せて、彼らが自ら進んで霊的実践をするように仕向けます。
かつてシュリ・ラーマクリシュナは弟子に対して、「私が行ったのと同じだけの霊的実践をする必要はない。私の16分の１の霊的実践で充分である」と言いました。

神は信者の解脱のためだけでなく、罪人の罪を取り除き彼らを浄めるためにも現れます。

以上がバガヴァッド・ギーターで説明されている神の化身が出現する目的ですが、ラーマクリシュナの福音の中に別の観点からの説明があります。
人を導いたり、罪を浄めたりすること以外に、神自身が信者との交わりを楽しみたくて下生するのです。ずっと天上にいたのでは、神は人間の信者と交流できません。
神と信者はひとつのセットであり、互いにどちらが欠けても成り立ちません。

神がいなければ信者も存在せず、信者がいなければ神もありません。

神の化身は信者と一緒に神を讃える歌を歌い、踊り、神について語りますが、これはいわば神にとっての遊びです。

シュリ・クリシュナの物語を思い出してみてください。

ブリンダーバンでシュリ・クリシュナは大いに遊びましたが、それは特別な目的のない純粋な遊びでした。人を導いたり、悪人を罰したりすることは一切ありませんでした。
神は遊びを楽しむために降臨するというアイデアは聖典の中にはあまり見当たらず、ラーマクリシュナによる説明です。

以上が神の化身が降臨する目的ですが、次に誰が神の化身であるのか、そのしるしについてお話します。これは非常に大切なポイントです。

現代の世界では自分は神の化身だと主張する人間が数多くおり、また彼らの信者達も自分のグルは神の化身だと言い張ります。

宗教雑誌を手に取れば、その中には神の化身の広告がたくさん見られます。

時には化身本人が主張するのではなく、弟子による「自分のグルは神の化身である」というコメントも載っています。

ヒンズー教ではアヴァターラのコンセプトは非常にポピュラーであり、僧侶の中に自分はアヴァターラであると主張し雑誌に広告を出す者も多くいます。
外国人から見ると誰が本物の化身かわからず、騙されてしまう可能性があります。
インド人が偽者に騙される可能性は外国人の場合ほど高くはありませんが、いずれにせよどういう人が本当のアヴァターラかを見分けるためのしるしを知ることは重要です。
第4章9節を見てください。
私の顕現と活動の神秘を理解する者は、その肉体を離れた後、アルジュナよ!再び物質界(この世)に誕生することなく、わが永遠の楽土(超越界)に来て住むこととなる。

ジャンマ(Janma)       :誕生(降臨、顕現) 
カルマ(Karma)         :活動

ディッヴャム(Divyam)　:神聖な(神秘的、超越的)

「自分の誕生、活動、どちらもとても神聖(ディッヴャム)である」と神の化身は言います。

神の化身と普通の聖者との違いは大きく、それは聖者と一般の人達との違いより大きいのです。
神の化身は、一般に言われる賢者、聖者、預言者とは全く別のカテゴリーに属する存在です。
その誕生自体が全く特別です。
イエスもそうですし、釈迦の母は白い象が自身の胎内に入る夢を見た後、彼を身籠りました。
シュリ・ラーマクリシュナの場合、父は神が「私はあなたの息子として生まれたい」と話す夢を見ましたし、母はシヴァ神を祀る寺院でシヴァ神から発する神聖な光が彼女の体内に入るのを感じた後、息子を身籠りました。
これらのエピソードから、神の化身の誕生が特別であることがわかります。

普通の学者は認めたがらないかもしれませんが、これは事実です。

また普通の賢者、聖者、預言者たちは、カルマの法則の結果として誕生、死、再生を繰り返しますが、神の化身はカルマの法則に縛られず、自分の自由意志でこの世に誕生します。

普通の人間には前生で満たされなかった欲望があり、カルマの法則によりそれを満たすために再生するのですが、神には欲望がなくその誕生の目的は欲望を満たすためではありません。
神が何を願って自らの意志で化身として誕生するのかと言えば、人々を導きその罪を浄めるためです。

神の化身は幼少時も普通の子供と全く違います。

イエスは子供のころから大人の学者に交じって、聖典について議論を交わしました。

シュリ・ラーマクリシュナやクリシュナにもたくさんの幼少時のエピソードがあります。

神の化身は絶対的に純粋で、普遍的な愛があり、非利己的で、至高の霊的知識を持ち、絶えず神と繋がっていて、全知です。この最後の全知について説明します。
スワミ・アベダーナンダジはシュリ・ラーマクリシュナの直弟子でした。
まだ若かったアベダーナンダジ(当時15～16歳)は、シュリ・ラーマクリシュナに挨拶するためにドッキネッショルを訪れました。

シュリ・ラーマクリシュナに「あなたは何のためにやって来たのか?」と尋ねられたアベダーナンダジは、「ヨーガを学ぶためです」と答えました。

これを聞いたシュリ・ラーマクリシュナは若いアベダーナンダジ対して、「あなたの前世は偉大なヨーギでしたが、悟りには達することができず再生しました。今生では私があなたにヨーガを教えます」と話しました。
世間一般のスピリチュアル・ヒーラーも「あなたの前世は～です」などと言いますが、それが事実かどうか確かめようがありませんし、彼らの場合はビジネスとして有料で行います。
神の化身が全知を示す時、そこには何の目的もありません。
これもまたシュリ・ラーマクリシュナの直弟子であるスワミ・サラダーナンダジに対して、ある信者が「あなたはどうしてそれほどまでにシュリ・ラーマクリシュナを尊敬しているのですか?」と尋ねました。
これに対してサラダーナンダジは次のように答えました。

「若い頃の我々は西洋哲学を学んでいたので、果たして神が存在するのかどうか疑問を持っていました。不可知論者だったのかもしれません。その疑問を持ったまま、シュリ・ラーマクリシュナに出会いました。しかし師と何度も会ううちに、三つのことに対する理解が徐々に深まってゆきました。ひとつは師が私以上に私についてよく知っているということ。私の潜在意識の奥深くに存在し、私自身も指摘された当初は気づいていなかったことが、後になって正しかったのだとわかりました。何回もそのようなことがあり、師が私のことを何でもお見通しだということを確信しました。二つめは師が私の現在だけでなく、過去や未来についても知っているということ。この点に関しては証拠があります。たとえば私だけが知っていて両親や友人にすら話したことのない、若い時の出来事や過ちを言い当てられました。時には師はそれについてはっきり口にするのではなく、ほのめかすようなこともありましたが、そんな時私は恥ずかしさに耐えきれず、『とうかそれ以上おっしゃらないでください』と言ったものでした。師のこの力はただの超能力(読心術)ではありません。最後の三つ目は、師にはとてつもなく深く大きな愛があったということです。私の実の両親も師ほどの愛を私に注ぐことは不可能です。以上の三点について確信したので、私は自分の命を師に捧げることを決めたのです」。
シュリ・ラーマクリシュナは、「ガラスケースの中に何が置かれているかガラス越しにはっきり見えるように、私には皆の心の中に何があるのかが見える。しかし見えていても言わない」と語りました。
後に大変有名な劇作家で大学教授となる人物が若い頃、シュリ・ラーマクリシュナのうわさを聞いて、カルカッタからドッキシネッショルまで歩いて会いに行きました。

道の途中で突然、「シュリ・ラーマクリシュナは人の過去についてなんでも見通せるという。だとするとまだ若くたくさん欲望を抱えている私の犯した過ちを、皆の前で指摘されるかも知れない。それは大変恥ずかしいことだ」という考えが浮かび、シュリ・ラーマクリシュナに会うことをやめて引き返しました。
後になってこの人物はシュリ・ラーマクリシュナ会わなかったことを大変後悔しました。

神の化身は全知だということの説明でしたが、さらに神の化身は霊性(スピリチュアリティ)を人に注ぎ込むことができます。
シュリ・ラーマクリシュナのような神の化身は、他人の体に触れることにより、時には触れもせずに眼を見ることにより、あるいは触れることも眼を見ることもせずに意志の力だけで他者に霊性を与えることができます。
世俗的な人を霊的な人に変えることができるのも、神の化身の特徴です。

通常は本人が霊的実践をする以外に霊性を高める方法はありません。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダは、「人が手に持ったリンゴは物質であり、これは他人に渡したり受け取ったり自由にできる。同様に霊性もあたかもこのリンゴを手渡すように、他人に渡すことができる」と言いました。
シュリ・ラーマクリシュナがその例ですし、聖書のイエスとマグダラのマリアのエピソードもこのことを表しています。

罪人を浄めることは通常の賢者や預言者には不可能ですが、神の化身には可能です。
たびたびシュリ・ラーマクリシュナについての例を挙げていますが、それはシュリ・ラーマクリシュナが近代に生きた人物であり、彼の生涯についての信頼できる詳しい証言が数多くあるからです。
シュリ・ラーマクリシュナの出家弟子スワミ・アドブターナンダジは、最初は師の召使いをしていました。

ある時アドブターナンダジはシュリ・ラーマクリシュナの足をマッサージしていましたが、師は彼に「ラトゥ(出家前のアドブターナンダジの名前)、あなたのラーマ(当時のアドブターナンダジはラーマ神を信仰していた)が今何をしているか分かりますか?」と尋ねました。
「いえ、分かりません」とアドブターナンダジが答えると、シュリ・ラーマクリシュナは「あなたのラーマ神は、今針の穴にラクダを通しておられます」と言いました。
後にスワミ・アドブターナンダジはこの言葉の意味を次のように説明しました。
「私の霊的レベルはその当時非常に低かったのですが、シュリ・ラーマクリシュナは私にお触れになることで霊的な力をたくさん私に伝えて下さっていたのです。このことを師は、不可能な業を為しているという意味で『針の穴にラクダを通す』と表現されていたのです」。
これがまさに「不可能を可能にする」ことの実例です。
[註]

アヴァターラ（化身）[編集]
ヴィシュヌは、アヴァターラと呼ばれる10の姿に変身して地上に現れるとされる。これは、偉大な仕事をした人物や土着の神を「ヴィシュヌの生まれ変わり」として信仰に取り込む為の手段であったと考えられる。よく「化身」と訳されるが、インカネーションとは意味合いが異なる。「権化」「権現」「化現」を使った方が正しい。

クリシュナ、ラーマなどが有名な勇者で、クリシュナは叙事詩『マハーバーラタ』で、ラーマは叙事詩『ラーマーヤナ』で語られている。

また、仏教の開祖仏陀もヒンドゥー教ではヴィシュヌのアヴァターラとされるが、人々を混乱させるために来たとされ、必ずしも崇拝されているわけではない。ヴィシュヌの生まれ変わりであるアヴァターラは以下の通り。
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マツヤ (Matsya)、魚
大洪水の時に賢者マヌの前に現われ7日後の大洪水を預言し、船にあらゆる種子と7人の聖者を乗せるよう言った。

クールマ (Kurma)、亀
神々が不死の霊水アムリタを海から取り出そうとした時、亀の姿になって現われて作業を助けた。

ヴァラーハ (Varaha)、猪
大地が水の底に沈められようとしたときに、猪の姿で現われ大地をその牙で支えた。

ナラシンハ (Narasimha)、ライオン男

半人半獅子の姿で悪魔ヒラニヤカシプを退治した。

ヴァーマナ (Vamana)、矮人
悪神バリによって世界が支配されたときに現われ、バリと3歩歩いた広さの土地を譲り受ける約束をした後、巨大化し世界を2歩で歩き3歩目でバリを踏みつけた。

パラシュラーマ (w:Parashurama)、斧を持つラーマ

クシャトリア族が世界を支配した時、神々、ブラフマン、人を救った。

ラーマ(Rama) （意味は「心地よい」）

叙事詩『ラーマーヤナ』の英雄。魔王ラーヴァナから人類を救った。

クリシュナ (Krishna) （意味は「闇」または「黒」）

叙事詩『マハーバーラタ』の英雄。特にその挿話『バガヴァッド・ギーター』で活躍。

ゴータマ・ブッダ （仏陀/釈尊）

偉大なるヴェーダ聖典をアスラから遠ざける為に、敢えて偽の宗教である仏教を広めた（バーガヴァタ・プラーナ）。 

「ヒンドゥー教における釈迦」も参照

カルキ (Kalki) （"時間"）、救世主

カリ・ユガ（世界が崩れ行く時代）の最後、世界の秩序が完全に失われた時代に現れて悪から世界を救い、新しい時代（ユガ）を始めるという。

化身の数は、22種類ある場合もある。一般的には上記のダシャーヴァターラ（10化身説）が用いられる。

ゲームのウルティマ・シリーズでのアバタールや、オンライン・コミュニティ・サービスでのユーザーの視覚的イメージであるアバターはこの言葉に由来する。

7

